
平成３０年９月１２日 

奈 良 市 観 光 戦 略 課 

 

平成 27 年奈良市観光入込客数調査報告 

～【参考値】観光消費額の変更について～ 

 

 平成２７年の奈良市観光入込客数調査報告は、平成２８年９月３０日に公表し

たところですが、参考値としている観光消費額については、「観光入込客統計

に関する共通規準」に基づき奈良県が実施・公表しているデータの公表時期が

異なることから、前年（平成２６年）の観光消費額単価を使用して推計しており

ました。 

この度、奈良県の平成２７年データが既に公表されていることに伴い、奈良市

観光入込客数調査報告書中の観光消費額を変更することとしました。 

 

＜変更点＞ 

（観光消費額） 

・ 平成 27 年の奈良県における観光消費額単価は、宿泊客が 25,683 円、日帰り

客が 4,346 円となります。これを奈良市の観光入込客数に乗じて、奈良市内の

観光消費額を推計すると、約 995 億円となり、前年の約 892 億円から 102 億円

増となります。 

 

（うち外国人の観光消費額） 

・ 平成 27 年の奈良県における外国人の観光消費額は、宿泊客が 22,662 円、日

帰り客が 11,210 円となります。これを奈良市の外国人観光入込客数に乗じて

奈良市内の外国人観光消費額を推計すると、約 135 億円となり、前年の約 126

億円から 9 億円増となります。 

 

詳細は、報告書をご参照ください。 

 

 



 

平成２７年 奈良市観光入込客数について 

  

 

 

 

１ 観光客数の概要 

  平成２７年中に奈良市を訪れた観光客は、１４，９７６千人で前年の１４，１４３

千人に比べ、８３３千人（５．８９％）の増となり、対前年比で言えば、直近５年間

の中で最も大きな増加となります。 

 一般観光客数は、宿泊客で６３千人（４．７３％）の減となっていますが、これは

外国人観光客の宿泊客数急増による影響を受けたことが要因と考えられ、日帰客は 

５９５千人（５．２８％）増加し、一般観光客全体としては５３２千人（４．２２％）

の増加となりました。 

 修学旅行生数は宿泊客、日帰客ともに減少したことにより、全体としては４４千人

（４．８９％）の減となりました。 

外国人観光客は、宿泊客で１１６千人（１０４．５１％）増と倍増し、日帰客も増

加したことで、全体として３４５千人（５４．７６％）増と大幅に増加しました。 

   

種  別 
Ｈ２７年観光 

入込客数（千人） 

平成２６年観光 

入込客数（千人） 

増減 

（千人） 

増減率 

（％） 

一 般 

宿 泊 １，２７０ １，３３３ ▲６３  ▲４．７３ 

日 帰 １１，８７６ １１，２８１ ５９５  ５．２８ 

計 １３，１４６ １２，６１４ ５３２  ４．２２ 

修学旅行 

宿 泊 １１４ １１７ ▲３  ▲２．５６ 

日 帰 ７４１ ７８２ ▲４１  ▲５．２４ 

計 ８５５ ８９９ ▲４４  ▲４．８９ 

外 国 人 

宿 泊 ２２７ １１１ １１６  １０４．５１ 

日 帰 ７４８ ５１９ ２２９  ４４．１２ 

計 ９７５ ６３０ ３４５  ５４．７６ 

合計 

宿 泊 １，６１１ １，５６１ ５０  ３．２０ 

日 帰 １３，３６５ １２，５８２ ７８３ ６．２３ 

計 １４，９７６ １４，１４３ ８３３ ５．８９ 

 

 

 

 



 

２ 主な増減要因 

（１）平成２７年の概況 

内閣府「日本経済 2015-2016」によると、平成 27年はアベノミクスの下、長引く

デフレからの脱却と日本経済の再生に向けて大きく前進し、景気は緩やかな回復基

調が続いてるものの企業と家計の所得から設備投資や個人消費等の支出への波及

には遅れが見られ、更に中国経済を始めとするアジア新興国経済の減速の影響も加

わり、生産面での弱さが現れている状況です。特に、個人消費については、物価上

昇に比して賃金の改善が緩慢であること、若年層（主に子育て世帯）などで節約志

向が高まっていることなどから、総じて底堅い動きとなっていることが指摘されて

います。このような消費傾向は、観光客の消費動向に対しても影響を与えたと考え

られます。 

一方、訪日外国人旅行者とインバウンド消費の動向については、平成２７年に前

年比４７．１％増の１，９７４万人と過去最高を更新し、インバウンド消費も前年

比７１．５％増の３兆４，７７１億円となっています。 

平成２７年は、平成２６年の「富岡製糸場と絹産業遺産群」（群馬県）に引き続

き日本の近代産業遺産が世界的に高く評価され、「明治日本の産業革命遺産 製鉄・

製鋼、造船、石炭産業」（長崎県他７県）として、同年７月にユネスコの世界文化

遺産に登録されたことと、６月には平成２８年の主要国首脳会議（サミット）が５

月に伊勢志摩で開催されることが発表され、国際的に日本への注目度が高まった年

でもあります。 

 

奈良市においては、２月に世界遺産を含む社寺などをお茶席会場として、三千家

などの各茶道流派が一堂に会する「珠光茶会」の第二回が開催され、約７千人の来

場者を迎えて盛大に開催されました。 

世界遺産・春日大社では、平成２７・２８年に「第六十次 式年造替」という２

０年に一度執り行われる社殿の修築大事業があり、平成２７年３月に神様が一時的

に移殿へ遷られる「仮殿遷座祭」が執行されました。本殿修復の後、平成２８年１

１月に神様が元の本殿へ還られる「本殿遷座祭」が行われる予定であり、その前後

の期間、式年造替に関わる様々な儀式やイベントが行われます。 

新しい観光スポットとして奈良市は３月に写真家・入江泰吉居宅を改修した「入

江泰吉旧居」、４月に大正時代の町家を改修した「奈良町にぎわいの家」、さらに１

１月に奈良町の南玄関口・観光拠点として「奈良町南観光案内所『鹿の舟』」など

を開設しました。 

平成２６年１０月に、日中韓３か国において実施されている文化庁の国家プロジ

ェクト『東アジア文化都市』事業の平成２８年第３回国内候補都市に奈良市が選定

され、日本国内における奈良市への注目が集まりました（平成２７年１２月、中国・

青島市で開かれた日中韓文化大臣会合において、奈良市の「東アジア文化都市」正

式決定）。 

 

 

 



 

（２）奈良市への観光客数 

平成２６年に比した平成２７年の観光客数増加の特徴を見ると、モータリー（観

光駐車場等）が対前年比８２５，１００人（１７．９５％）の増となっています。 

モータリーの詳細を見ると、県営駐車場において、普通車・バスともに増加して

おり、特に大仏前駐車場のバス利用が１１，３６６台（２３．３３％）と大きく増

加しています。これは東大寺周辺を訪れる外国人観光客のツアーバス等の増が要因

と推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：人）

平成26年 平成27年 増減数 増  減　率 平成26年 平成27年 増減数 増  減　率 平成26年 平成27年 増減数 増  減　率

１ 月 774,300 715,900 -58,400 -7.54% 249,400 275,400 26,000 10.43% 1,023,700 991,300 -32,400 -3.16%

２ 月 674,700 646,900 -27,800 -4.12% 210,100 270,100 60,000 28.56% 884,800 917,000 32,200 3.64%

３ 月 848,000 818,300 -29,700 -3.50% 457,100 515,800 58,700 12.84% 1,305,100 1,334,100 29,000 2.22%

４ 月 789,700 794,100 4,400 0.56% 485,400 551,600 66,200 13.64% 1,275,100 1,345,700 70,600 5.54%

５ 月 856,500 866,700 10,200 1.19% 699,500 730,000 30,500 4.36% 1,556,000 1,596,700 40,700 2.62%

６ 月 745,000 746,900 1,900 0.26% 449,800 515,900 66,100 14.70% 1,194,800 1,262,800 68,000 5.69%

７ 月 688,700 706,700 18,000 2.61% 224,700 303,300 78,600 34.98% 913,400 1,010,000 96,600 10.58%

８ 月 840,000 872,200 32,200 3.83% 245,500 331,800 86,300 35.15% 1,085,500 1,204,000 118,500 10.92%

９ 月 751,200 786,700 35,500 4.73% 367,800 414,600 46,800 12.72% 1,119,000 1,201,300 82,300 7.35%

１０月 809,700 833,300 23,600 2.91% 477,000 635,800 158,800 33.29% 1,286,700 1,469,100 182,400 14.18%

１１月 982,800 986,700 3,900 0.40% 464,900 539,600 74,700 16.07% 1,447,700 1,526,300 78,600 5.43%

１２月 787,500 781,200 -6,300 -0.80% 264,500 336,900 72,400 27.37% 1,052,000 1,118,100 66,100 6.28%

計 9,548,100 9,555,600 7,500 0.08% 4,595,700 5,420,800 825,100 17.95% 14,143,800 14,976,400 832,600 5.89%

軌   道  （Ａ）

前   年   と   の   対   比

モータリー（Ｂ） 合    計  （Ｃ）

Ｈ26・27観光駐車場利用状況　※各県営駐車場の普通車・バスの数値を抽出して比較

台 台 台 台 台

Ｈ27 27,550 32,329 98,253 60,094 547

Ｈ26 31,795 29,354 91,521 48,728 449

増減数 -4,245 2,975 6,732 11,366 98

増減率 -13.35% 10.13% 7.36% 23.33% 21.83%

バ         　　　　  ス

大仏前

普                通                 車

高畑 登大路 大仏前 高畑



 

（３）外国人観光客数 

外国人観光客については、ＪＮＴＯ（日本政府観光局）の発表によると、全国的

に平成２６年の１，３４１万人から平成２７年は１，９７４万人と４７．１％増加

し、３年連続で過去最高を記録するとともに、統計を取り始めた昭和３９年以降で

最大の対前年比増加率を記録しました。主な要因としては、円安進行による訪日旅

行への割安感の拡大や燃油サーチャージの値下がりによる航空運賃の低下等の経

済環境の変化が挙げられます。また、平成３２年東京オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会の開催決定や世界文化遺産・無形文化遺産登録数の増加による日本への

国際的注目度の高まり、首都圏空港の発着枠拡大、ビザの緩和や外国人旅行者向け

消費税免税制度の拡大等の施策展開による訪日外国人旅行者増加なども考えられ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＮＴＯが発表する全国の訪日外客数について、国籍別に詳細を見ると、東アジ

ア・東南アジア諸国からの旅行者の増加が前年に引き続き目立っており、前年比増

加率の上位１０か国に中国（１位）・香港（２位）・ベトナム（３位）・フィリピン

（４位）・韓国（５位）・シンガポール（７位）・台湾（８位）・インドネシア（１０

位）の８か国がランクインしています。 

   奈良市の観光案内所の国籍別外国人観光客案内内訳について、利用者数１，００

０人以上の国・地域から前年比増加率の上位１０か国を集計すると、東アジア・東

南アジア諸国からは、中国（２位）・フィリピン（５位）・シンガポール（６位）・

香港（７位）・韓国（９位）・台湾（１０位）の６か国がランクインしており、 

（観光案内所利用者数１，０００人以上の国・地域のみ集計） 



全国的な流れを受けて、奈良市でも東アジア・東南アジア諸国からの旅行者の増加

が見られ、特に中国に関しては、倍近くの伸びとなっています。 

また、アルゼンチン（１位／１９４．５３％増）・イタリア（３位／４７．６１％

増）・オランダ（４位／４１．９９％増）などの増加率も高くなっています。 

奈良市観光案内所における増加率の上位（平成２７年に利用者１，０００人超の

国のみ）３か国の変動要因として考えられるものは、次のとおりです。 

 

アルゼンチン：奈良市１位 

  ※奈良市への人数は、観光案内所利用者数を示す（平成 24 年以前は集計なし） 

 平成２７年１２月の「ＦＩＦＡクラブワールドカップ２０１５」開催による

サポーター来日（地元人気クラブであるリーベル・プレートが参加） 

【Ｈ26年／530人（うち 12月／25人）⇒Ｈ27年／1,561人（うち 12月／868人）】 

 初めて関西地区の大阪長居スタジアムが会場の一つになったため、奈良市を

含む近隣地域への観光行動が促されたと推測 

 

  中国：全国 1位／奈良市２位 

  ※奈良市への人数は、観光案内所利用者数を示す 

 比較的安定していた日中関係や外国人旅行者向け消費税免税制度の拡充、円

安進行、中国経済の成長等による経済的要因 

 訪日クルーズ船の増加（平成２６年／９隻⇒平成２７年／３０隻） 

（コスタ・セレーナ（乗客定員 ３，７８０人）、クァンタム・オブ・ザ・シ

ーズ（乗客定員 ４，１８０人）等の大型客船） 

 関空への就航便の主な変動 

 新規就航： 

I. 中国東方航空（寧波／週 2便／H27年 3月～） 

II. 春秋航空（鄭州・成都／各週 4便／H27年 3月～） 

III. 春秋航空（泉州・西安／各週 3便／H27年 3月～） 

IV. 中国国際航空（成都／週 3便／H27年 10月～） 

 

※H23～H24の奈良市への人数は中国・香港が合算になっているため除外 （単位：人）

中国 H23 H24 H25 H26 H27

中国→日本 1,043,246 1,425,100 1,314,437 2,409,158 4,993,689

増減（前年比） -26.2% 36.6% -7.8% 83.3% 107.3%

中国→奈良市 - - 10,397 22,659 43,086

増減（前年比） - - - 117.9% 90.1%

（単位：人）

アルゼンチン H23 H24 H25 H26 H27

アルゼンチン→日本 3,768 5,239 6,357 7,211 19,399

増減（前年比） -23.0% 39.0% 21.3% 13.4% 169.0%

アルゼンチン→奈良市 ー ー 441 530 1,561

増減（前年比） ー ー ー 20.2% 194.5%



 

 増便： 

I. 中国南方航空（広州／週 7⇒14便／H27年 3月～） 

II. 上海吉祥航空（上海／週 7⇒14便／H27年 3月～） 

III. 北京首都航空（杭州／週 2⇒4便／H27年 10月～） 

 

  イタリア：全国１３位／奈良市３位 

  ※奈良市への人数は、観光案内所利用者数を示す 

 「ミラノ国際博覧会」（平成２７年５～１０月開催）の日本館において、日

本文化を体験できるイベント等が実施されるとともに、日本館が展示デザイ

ン部門で金賞を受賞し、現地での日本のメディア露出が増加 

 「第２３回世界スカウトジャンボリー」が平成２７年７月に山口県で開催さ

れ、イタリアからも約１，０００人が参加 

 平成２７年５月から、ＪＮＴＯによるイタリア語 Facebookが開始 

 

全国２位の増加率である香港（全国 ２位／６４．６％増、奈良市 ７位／３０．

９３％増）については、訪日全体では約１５２万人となり、初めて年計で１００万

人を超えました（人口約 ７２０ 万人に対し約５人に１人が訪日）。航空路線の拡

充や円安傾向の持続により訪日旅行の割安感が浸透していることが考えられます。

そこで、この動きを加速させるため、平成２８年度からは、香港へのプロモーショ

ンを予定しています。 

   また、観光案内所利用者数上位１０か国では、中国（４３，０８６人）・台湾（２

７，８１３人）・米国（１３，６３６人）などの訪日全体の外客数が特に多い五大

市場（※）の他に、フランス（１５，４５１人）・スペイン（１５，３７７人）・イ

タリア（１０，２６３人）といった欧州系の国が前年に引き続き、ランクインして

います。 

これらの市場は、平均泊数や１泊当たり旅行中支出が比較的大きく（図表【訪日

外国人 1人当たり旅行総支出（国籍・地域別）】参照）、また、奈良市が有する特徴

的なコンテンツ（歴史・伝統文化体験、美術館・博物館、日本酒等）への期待度も

高いことが分かります（図表【国籍･地域（21区分）別 訪日旅行に関する意識 （満

足度など）】参照）。 

特に、観光庁「訪日外国人消費動向調査」の国籍・地域別の都道府県別訪問率を

見ると、これらの国の奈良県への訪問率は、全体よりも平均的に高い順位となって

います（図表【国籍･地域（21区分）別 都道府県別訪問率】参照）。 

 

※ 五大市場：訪日外客数の特に多い中国・韓国・台湾・香港・米国 

（単位：人）

イタリア H23 H24 H25 H26 H27

イタリア→日本 34,035 51,801 67,228 80,531 103,198

増減（前年比） -45.5% 52.2% 29.8% 19.8% 28.1%

イタリア→奈良市 1,484 3,603 5,573 6,953 10,263

増減（前年比） -72.9% 142.8% 54.7% 24.8% 47.6%



 

【訪日外国人 1 人当たり旅行総支出（国籍・地域別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）観光庁 「訪日外国人消費動向調査（平成 27年）」 

 

 

【国籍･地域（21区分）別 訪日旅行に関する意識 （満足度など）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）観光庁 「訪日外国人消費動向調査（平成 27年）」 

 

 

 

平成27年（2015年） 暦年（1-12月期） （単位）回答数：人、選択率：％

全体 フランス イタリア スペイン

回答数 選択率 回答数 選択率 回答数 選択率 回答数 選択率

訪日前に 日本食を食べること 21,094 69.7 320 80.3 463 80.6 221 79.8
期待して 日本の酒を飲むこと（日本酒・焼酎等） 7,040 20.6 136 34.0 223 39.9 83 31.8
いたこと 旅館に宿泊 5,377 20.5 105 26.7 180 33.9 98 37.9
（複数回答） 温泉入浴 8,852 29.8 124 32.3 149 26.3 90 36.7

自然・景勝地観光 11,942 44.0 174 45.0 273 48.2 143 53.5
繁華街の街歩き 10,645 39.0 160 41.2 205 36.2 97 36.8
ショッピング 15,271 55.3 167 42.6 242 42.9 91 35.0
美術館・博物館 3,540 12.5 119 30.8 170 30.4 67 26.9
テーマパーク 4,351 16.4 39 10.1 64 11.7 20 8.7
スキー・スノーボード 1,100 4.2 14 3.0 21 3.0 8 3.2
その他スポーツ（ゴルフ等） 638 2.0 9 2.4 24 3.9 3 1.3
舞台鑑賞（歌舞伎・演劇・音楽等） 1,350 4.3 39 9.6 74 12.8 43 16.2
スポーツ観戦（相撲・サッカー等） 902 2.9 44 11.3 52 9.1 29 10.5
自然体験ツアー・農漁村体験 1,455 5.5 42 11.2 73 13.4 30 12.2
四季の体感（花見・紅葉・雪等） 2,550 10.0 57 14.3 113 19.5 45 18.0
映画・アニメ縁の地を訪問 1,304 4.4 39 10.6 32 5.8 23 6.8
日本の歴史・伝統文化体験 4,921 16.7 148 38.7 218 38.0 121 44.7
日本の日常生活体験 4,373 15.4 149 38.6 188 33.6 103 37.3
日本のポップカルチャーを楽しむ 2,639 9.2 82 21.7 83 14.3 49 18.7
治療・健診 273 1.1 4 0.9 5 0.9 0 0.0
上記には当てはまるものがない 2,261 6.7 32 6.6 47 8.0 9 3.3
回答者数 111,878 390.2 2,003 511.8 2,899 512.5 1,373 519.1

調査項目



【国籍･地域（21区分）別 都道府県別訪問率】 

 

順位

1 東京都 52.1 東京都 86.4 東京都 83.9 東京都 90.9
2 千葉県 44.4 千葉県 63.3 千葉県 74.8 千葉県 75.7
3 大阪府 36.3 京都府 47.0 京都府 50.7 京都府 62.4
4 京都府 24.4 大阪府 35.9 大阪府 40.3 大阪府 46.0
5 神奈川県 11.3 神奈川県 20.5 広島県 18.2 神奈川県 24.2
6 愛知県 9.8 広島県 14.3 神奈川県 14.2 広島県 22.7
7 福岡県 9.5 奈良県 9.7 奈良県 13.7 岐阜県 15.9
8 北海道 8.1 岐阜県 7.9 石川県 10.4 奈良県 12.6
9 兵庫県 6.5 兵庫県 6.4 岐阜県 9.6 石川県 8.7

10 山梨県 6.3 栃木県 5.8 兵庫県 8.8 兵庫県 7.8
11 沖縄県 6.1 山梨県 5.4 栃木県 5.2 栃木県 6.7
12 静岡県 5.4 石川県 5.0 愛知県 4.2 愛知県 6.3
13 奈良県 5.2 長野県 4.8 静岡県 4.2 和歌山県 4.2
14 大分県 4.2 愛知県 4.7 和歌山県 3.8 静岡県 3.7
15 長野県 3.2 和歌山県 4.3 長野県 3.0 長野県 3.4
16 広島県 3.0 静岡県 4.2 北海道 2.3 沖縄県 3.2
17 熊本県 3.0 沖縄県 3.4 岡山県 2.1 山梨県 2.8
18 長崎県 2.6 福岡県 3.4 山梨県 2.1 岡山県 2.4
19 岐阜県 2.5 北海道 3.1 沖縄県 2.0 鹿児島県 2.1
20 石川県 1.9 鹿児島県 2.8 愛媛県 1.8 福岡県 1.8
21 栃木県 1.5 岡山県 1.8 香川県 1.5 熊本県 1.6
22 富山県 1.4 熊本県 1.8 福岡県 1.5 長崎県 1.4
23 埼玉県 1.4 埼玉県 1.5 長崎県 1.4 埼玉県 1.3
24 和歌山県 1.2 宮城県 1.4 青森県 1.3 香川県 1.3
25 山口県 0.9 群馬県 1.0 大分県 1.2 大分県 1.2
26 茨城県 0.9 香川県 0.9 鹿児島県 1.2 新潟県 1.2
27 鹿児島県 0.9 茨城県 0.9 茨城県 1.1 三重県 1.2
28 宮城県 0.8 福島県 0.9 埼玉県 1.0 宮城県 0.9
29 岡山県 0.8 滋賀県 0.8 宮城県 0.9 岩手県 0.7
30 新潟県 0.7 三重県 0.7 富山県 0.7 茨城県 0.7
31 香川県 0.7 青森県 0.6 熊本県 0.6 富山県 0.6
32 滋賀県 0.7 徳島県 0.6 秋田県 0.6 福井県 0.5
33 佐賀県 0.6 富山県 0.5 三重県 0.5 鳥取県 0.4
34 群馬県 0.5 山形県 0.5 新潟県 0.4 北海道 0.4
35 三重県 0.5 長崎県 0.5 岩手県 0.4 山形県 0.2
36 青森県 0.4 大分県 0.5 滋賀県 0.3 愛媛県 0.2
37 福島県 0.4 宮崎県 0.5 福島県 0.3 青森県 0.0
38 愛媛県 0.3 島根県 0.5 群馬県 0.2 秋田県 0.0
39 宮崎県 0.3 佐賀県 0.4 高知県 0.2 福島県 0.0
40 徳島県 0.3 愛媛県 0.4 佐賀県 0.1 群馬県 0.0
41 山形県 0.2 高知県 0.3 宮崎県 0.1 滋賀県 0.0
42 秋田県 0.2 鳥取県 0.2 山形県 0.1 島根県 0.0
43 岩手県 0.2 秋田県 0.2 山口県 0.1 山口県 0.0
44 高知県 0.2 新潟県 0.2 福井県 0.0 徳島県 0.0
45 鳥取県 0.2 山口県 0.1 鳥取県 0.0 高知県 0.0
46 島根県 0.1 岩手県 0.0 島根県 0.0 佐賀県 0.0
47 福井県 0.1 福井県 0.0 徳島県 0.0 宮崎県 0.0

スペインイタリアフランス全体

 

（出典）観光庁 「訪日外国人消費動向調査（平成 27年）」から奈良市作成 

 

 

 



 

（４）修学旅行生数 

修学旅行生については、宿泊と日帰りを併せた総数では対前年比４．８９％の減

少となっています。 

なお、全国対象生徒数に占める奈良市の修学旅行生数の割合については、対前年

比１．１８％の微減となっています。 

 

修学旅行生数の推移

（単位：人） Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
H26→27
伸び率

奈良市の修学旅行生数 782,000 1,026,000 816,000 825,000 876,000 899,000 855,000 -4.89%

全国対象生徒数 3,525,594 3,474,719 3,510,533 3,448,213 3,465,575 3,411,760 3,396,523 -0.45%

全体に占める奈良市の割
合

22.18% 29.53% 23.24% 23.93% 25.28% 26.35% 25.17% -1.18%

※奈良市の修学旅行生数は暦年値、全国対象生徒数は年度値
※全国対象生徒数の出典は文部科学省 「学校基本調査」  

 

地方ブロック別で、平成２６年と平成２７年の宿泊生徒数を比較すると、関東・

四国地方の減少、近畿・九州・沖縄地方の増加が目立ちます。 

また、関東・中部ブロックは、他の地方ブロックと比較し、相対的に宿泊生徒数

が多くなっており、その中でも東京都・愛知県が安定的に１位・２位となっていま

す。 



 

次に、大きく増減のあった地方

ブロックの宿泊生徒数を都道府

県別で見ると、右の表のようにな

っています。 

全体の減少要因としては、１５

歳未満人口が昭和５７年から３

４年連続で減少しており、また、

文部科学省の「学校基本調査」か

ら修学旅行全国対象生徒数も近

年減少傾向であったことが分か

るため、その影響が現れていると

考えられます。 

 

また、その他にも、平成２７年は、戦後７０周年を迎えて記念事業が各地で行わ

れ、平和教育がより推進されたことや、春に新幹線の連合体割引（特急券が半額）

が従来の大阪から広島まで伸びたことなどにより、修学旅行生が広島方面へ流れて

しまったとも考えられます。このことは、平成２７年の修学旅行生が、対前年比で、

広島市で約３万人、長崎市で約１万２千人増加したことからも推測されます。 

東京都を含む関東地区においては、平成１８年から継続的に「奈良市東京観光オ

フィス」による首都圏での教育旅行誘致活動を実施しており、平成２７年の修学旅

行に影響する平成２５年度の活動において、奈良市のメインターゲット層である東

京都区内公立中学校のうち１７４校に対して営業を行いました。都区内の全公立中

学校３８０校のうち、１４６校（３８．４％）が奈良市に宿泊しました。 

 

教育旅行全体の動向として、文部科学省による教育指導要領の改訂があり、「キ

ャリア教育の推進」が体験プログラムに反映される形になってきています。このよ

うな状況の中、奈良市においても、市内へ宿泊していただける学校の維持・増加に

寄与する営業ツールとして、「キャリア教育プログラムの造成」に向けた取組みを

平成２７年度から行っています。 

具体的には、奈良市が有する世界遺産や伝統工芸など、他の地域にはない教育資

源が数多くあることから、それらをキャリア教育視点で捉え、プログラム化すると

ともに、そのプログラムで生徒たちにどのような気付きを与えられるかが分かるテ

ィーチャーズガイドも併せて作成を進めています。 

 

引き続き、１３００年の歴史を有し、世界遺産など歴史文化遺産の宝庫である奈

良市の魅力を最大限に活かす方策を考えるとともに、従来の首都圏への誘致活動も

継続しつつ、今後、その他の地区への誘致活動の強化も検討していきたいと考えて

います。 

 

 

 

（単位　：　人）

茨　城 2,330 1,379 -40.82%
東　京 34,129 31,034 -9.07%
千　葉 3,526 2,357 -33.15%
神奈川 7,383 5,174 -29.92%

滋　賀 1,043 1,874 79.67%
京　都 878 1,701 93.74%
大　阪 1,205 1,905 58.09%
兵　庫 796 1,805 126.76%

徳　島 1,094 934 -14.63%
高　知 289 239 -17.30%

福　岡 2,252 3,937 74.82%
熊　本 169 597 253.25%
大　分 0 209 皆増
鹿児島 456 132 -71.05%

Ｈ27
増減率

Ｈ26→Ｈ27

関東

近畿

四国

九州・沖縄

地方
ブロック

都道府県 Ｈ26



３ 奈良市内の観光消費額 

  観光庁が「観光入込客統計に関する共通基準」に基づいた都道府県等の入込客に関

する調査結果をまとめて公表している「共通基準による観光入込客統計」の平成２７

年集計分から推計すると、平成２７年の奈良県の１人あたり観光消費額は、宿泊客が

２５，６８３円、日帰り客が４，３４６円となります。 

  上記１人あたり観光消費額（単価）を奈良市の観光入込客数に乗じて、奈良市内の

観光消費総額を推計すると、約９９５億円（宿泊客：約４１４億円／日帰り客： 

約５８１億円）となり、前年の約８９２億円（宿泊客：約４０５億円／日帰り客： 

約４８７億円）から１０２億円増となります。 

 

 観光消費額単価 

（奈良県 H２７値） 

観光入込客数 

（奈良市） 

観光消費額 

（奈良市） 

宿泊客 25,683 円 1,611 千人 414 億円 

日帰り客 4,346 円 13,365 千人 581 億円 

合計   995 億円 

 

（参考）外国人のみを抽出して奈良市の観光消費額を推計 

 観光消費額単価 

（奈良県 H２７値） 

観光入込客数 

（奈良市） 

観光消費額 

（奈良市） 

宿泊客 22,662 円 227 千人 51 億円 

日帰り客 11,210 円 748 千人 84 億円 

合計   135 億円 

 

 

 

 

観光消費額  約９９５億円 （対前年比 約１０２億円増） 


